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●３年ぶりの開催・第43回町民体育大会
●シリーズ特集『市町村合併を考える②』
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大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
優
勝
】
羽
立
チ
ー
ム

【
Ａ
グ
ル
ー
プ
成
績
】
優
勝
／
羽
立

二
位
／
今
戸　

三
位
／
街
道

【
Ｂ
グ
ル
ー
プ
成
績
】
優
勝
／
赤
沢

二
位
／
新
間　

三
位
／
上
村

【
応
援
賞
】
最
優
秀
賞
／
街
道

優
秀
賞
／
小
泉　

熱
演
賞
／
小
今
戸

【
応
援
看
板
賞
】
最
優
秀
賞
／
宇
治
木

優
秀
賞
／
さ
く
ら

努
力
賞
／
葹
田
・
館
岡

【
大
会
認
定
記
録
更
新
者
】

・
砲
丸
投
げ
40
〜
49
才

三
浦　

睦
（
さ
く
ら
）　

12
ｍ
40

・
一
五
〇
〇
Ｍ
走　

小
武
海　

立
（
羽
立
）

４
分
41
秒
35

【
全
町
相
撲
大
会
結
果
】

〔
学
童
の
部
〕一
位
／
安
田　

鯨（
綱
木
沢
）

二
位
／
齊
藤
拳
斗（
羽　

立
）

三
位
／
畠
山
涼
太（
小
今
戸
）

〔
一
般
の
部
〕一
位
／
伊
藤
勝
栄（
街　

道
）

二
位
／
二
田　

満（
大　

台
）

三
位
／
菅
生　

仁（
宇
治
木
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
格
的
な
陸
上
競
技
種
目

に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
お
り
ま
ぜ
て
の

二
十
一
種
目
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
と

参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
消
え
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
に
。
一
生
懸
命
な
姿
か
ら
時
折
、
転
倒

な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
応
援
席
か
ら

は
声
援
や
笑
い
声
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

八
月
二
十
二
日
、「
つ
く
ろ
う
健
康　

広
げ
よ
う
笑
顔
と
地
域
の
輪
」（
遠
藤
早

織
さ
ん　

井
川
中
一
年
・
小
今
戸
）
を
大
会

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
第
四
十
三
回
町
民
体
育

大
会
が
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
斎
藤
町
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
昨
年
度
各
大
会
で
活
躍
し
た
人
に

井
川
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
授
与
。
選
手
宣
誓

は
、
田
中
町
内
の
斎
藤
昭
平
さ
ん
（
井
川

中
三
年
）・
白
川
美
有
さ
ん
（
同
三
年
）。

三
年
ぶ
り
の
開
催
・
町
民
体
育
大
会

平成 15年度スポーツ栄光賞
【金賞】

二田 洋志（大台）バスケットボール・能代工業高校

第30回東北総体兼第 50回国体東北ブロック大会 優勝

平成 15年度全国高校総合体育大会 優勝

第 58回秋季国民体育大会 準優勝

平成 15年度全国選抜選手権大会 優勝

門間 貴士（海老沢）レスリング・秋田商業高校

平成 15年度全国選抜選手権大会 団体２位

伊藤　淳（横岡）相撲・一般

第58回秋季国民体育大会 青年Ｂ団体２位

【銀賞】

伊藤　学（街道）軟式野球・秋田工業高校

第48回全国高校軟式野球選手権北東北大会 優勝

伊藤　哲（横岡）レスリング・一般

第30回東北総合体育大会 ２位

【銅賞】

遠藤 野歩（小今戸）硬式野球・秋田高校

第85回全国高等学校野球選手権秋田大会 優勝

安田 愛都（新間）空手道・能代商業高校

平成 15年度全国高校総合体育大会出場（形の部）
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八
月
二
十
九
日
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

公
開
制
作
で
出
来
あ
が
っ
た
作
品
を
町
内

三
ヵ
所
に
設
置
。
井
川
さ
く
ら
駅
前
を
は

じ
め
と
す
る
作
品
の
設
置
場
所
で
除
幕
式

が
行
な
わ
れ
た
後
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
閉
会
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
斎
藤
町

長
が
「
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、

参
加
し
た
人
た
ち
の
意
識
が
明
日
か
ら
す

ぐ
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
に
し
て

も
、
こ
う
し
た
経
験
を
も
と
に
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
創
造
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
招
待
作
家
を
代
表
し
、
荻
野
弘

一
さ
ん
か
ら
「
国
花
苑
は
年
々
、
彫
刻
も

増
え
、
だ
ん
だ
ん
に
立
派
な
公
園
に
変

わ
っ
て
き
た
。
町
民
の
方
々
か
ら
も
っ
と

彫
刻
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
期
間
中
は
町
民
の
み
な
さ

ん
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
い

の
中
で
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り
し
て
、

楽
し
い
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

彫
刻
制
作
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

ま
た
会
で
は
、
彫
刻
制
作
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
審

査
員
は
伊
藤
鉄
郎
さ
ん
（
秋
田
県
美
術
展

専
門
員
、
五
城
目
町
・
イ
ト
ウ
写
真
館
）。

彫
刻
制
作
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。

■
最
優
秀
賞　
「
瞑
想
」
遠
藤
清
太
郎
（
今
戸
）

■
優 

秀 

賞　
「
メ
ビ
ウ
ス
の
生
ま
れ
る
前

１
」
伊
藤
八
十
治
（
今
戸
）、　
「
彫
る
」

遠
藤
清
太
郎
（
今
戸
）、　
「
誕
生
・
メ
ビ

ウ
ス
の
輪
」
遠
藤
清
太
郎
（
今
戸
）

■
入　
　

選　
「
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ワ
ー
ル

ド
」
新
城　

巌
（
秋
田
市
）、　
「
彩
岩
」

石
郷
岡
富
男
（
秋
田
市
）、　
「
彫
刻
の
森

で
」
斎
藤　

弥
（
秋
田
市
）、　
「
石
彫
讃

歌 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅰ
」
菅
生
誠
子
（
大
倉
）、

「
21
世
紀
の
和
（
輪
）
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
」
菅

生
誠
子
（
大
倉
）

田中　毅田中　毅ささんん（埼玉県）（埼玉県）

色んな人たちから、色んなふれ色んな人たちから、色んなふれ
あいをいただきました。数多くあいをいただきました。数多く
のシンポジウムに参加してきたのシンポジウムに参加してきた
が、井川町ではそれ以上のふれが、井川町ではそれ以上のふれ
あいができました。今回、井川あいができました。今回、井川
町・国花苑で作品制作できたこ町・国花苑で作品制作できたこ
とをうれしく思います。とをうれしく思います。

彫
刻
に
ふ
れ
た
、
夏
の
思
い
出

今
年
の
夏
、
〝
彫
刻
と
ま
ち
づ
く
り
〞

を
テ
ー
マ
に
七
月
二
十
日
か
ら
開
催
さ
れ

て
き
た
『
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

ｉ
ｎ 

Ｉ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
』。
日
本
国
内
の
著
名
な
彫
刻

作
家
三
氏
が
井
川
町
に
滞
在
し
、
彫
刻
作

品
の
制
作
風
景
を
国
花
苑
の
来
場
者
に
公

開
。
期
間
中
は
、
彫
刻
と
町
づ
く
り
を
考

え
る
つ
ど
い(

基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン)

、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
石

を
彫
刻
し
て
み
よ
う
・
石
に
色
を
塗
っ
て

何
か
を
つ
く
ろ
う
」、
彫
刻
制
作
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
公
開
制
作
と
併

せ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

in IKAWAin IKAWA
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暑
か
っ
た
今
年
の
夏
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。井
川
町
発
足
五
十
周
年
記
念
・

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
第
五
回
展
開
催

記
念
行
事
と
し
て
開
幕
し
た
〝
石
彫
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
〞
。
日
本
国
花
苑
を
訪
れ
た
多

く
の
人
た
ち
が
会
場
に
入
り
、
削
り
た
て

の
石
の
肌
触
り
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

夏
の
暑
さ
、
雨
・
風
の
中
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
も
彫
刻
を
つ
く
り
あ
げ
た
招
待

作
家
の
懸
命
の
熱
意
の
お
か
げ
で
、
す
ば

ら
し
い
作
品
群
を
町
内
に
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。招
待
作
家
の
荻
野
さ
ん
、

牛
尾
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

荻野弘一荻野弘一ささんん（新潟県）（新潟県）

甘いスイカや、冷たいトマトなどなど、甘いスイカや、冷たいトマトなどなど、
多くの差し入れと共に心の交流ができ多くの差し入れと共に心の交流ができ
ました。このようなイベントを通して、ました。このようなイベントを通して、
一見関係のないように思える、芸術と一見関係のないように思える、芸術と
まちづくりがどうかかわっていくのかまちづくりがどうかかわっていくのか
ということをわかっていただけたのでということをわかっていただけたので

牛尾敬三牛尾敬三ささんん（兵庫県）（兵庫県）

国花苑の印象は、非常にすばらしい野国花苑の印象は、非常にすばらしい野
外美術の公園に育ちつつあるというこ外美術の公園に育ちつつあるというこ
とを感じました。毎日のように子どもとを感じました。毎日のように子ども
たちが遊びに来て、彫刻に触れ、時にたちが遊びに来て、彫刻に触れ、時に
登りながら楽しんでいます。21世紀の登りながら楽しんでいます。21世紀の
パブリックアートは井川町から世界にパブリックアートは井川町から世界に
発信していってほしいと思います。発信していってほしいと思います。

作　品　名：オウシ・ゾウケイ 
―大地のおくりもの― さくらのわ

設置場所：井川さくら駅前広場

作　品　名：けやきんぼうの仲間たち
設置場所：旧羽立分館前・大ケヤキ下

は、と思います。は、と思います。
差し入れをくださった差し入れをくださった
方、夜のシンポジウム方、夜のシンポジウム
でお酒を酌み交わしたでお酒を酌み交わした
みなさん、本当にありみなさん、本当にあり
がとうございました。がとうございました。

ま
た
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た

町
内
外
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
後
も
、
美
し
い
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
彫
刻
た
ち
に
親
し

ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

作　品　名：湖　人（こびと）
設置場所：浜井川グラウンド地内
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先
月
号
で
は
、
合
併
協
議
会
の

協
議
内
容
や
課
題
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
が
、
八
月
の
協
議
会
は
三
十
一
日

の
開
催
な
の
で
内
容
を
掲
載
で
き
ま

せ
ん
。
後
日
配
布
さ
れ
る
協
議
会
だ

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
町
建
設
計
画
と
は
？

今
回
は
、
新
町
建
設
計
画
（
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
）
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。

新
町
建
設
計
画
と
は
、
合
併
に
際

し
、
合
併
関
係
町
（
三
町
）
民
に
対

し
て
合
併
町
（
湖
東
町
）
の
将
来
に

関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
住
民
が
合
併
の
適
否
を
判
断

す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
合
併
町
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
合
併
特
例
法
で
は
、

①
将
来
の
進
む
べ
き
方
向
お
よ
び
行

財
政
運
営
の
基
本
事
項

②
合
併
町
の
建
設
の
根
幹
と
な
る
べ

き
事
業
に
関
す
る
事
項

③
合
併
町
の
公
共
施
設
の
統
合
整
備

に
つ
い
て

④
合
併
町
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

の
四
項
目
は
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ

た
時
点
で
、
こ
の
計
画
と
合
わ
せ

て
事
務
事
業
の
合
意
を
得
た
内
容
や

方
向
性
等
を
示
し
な
が
ら
、
町
民
に

対
す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
合
併
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が

必
要
と
判
断
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
計
画
原
案
の
協
議
会
へ

の
提
出
が
予
定
よ
り
も
六
ヶ
月
遅
れ

と
な
っ
た
現
在
で
も
提
出
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

何
故
、
提
出
が
遅
れ
て
い
る
の
か

疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
町

と
し
て
は
説
明
会
を
十
月
に
行
な
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
町
建
設
計
画
の
判
断
基
準
は
？

そ
れ
で
は
、
主
な
判
断
基
準
は
何

か
、
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

◇
も
ち
ろ
ん
本
町
と
し
て
は
、
第
一

義
と
し
て
第
三
次
総
合
振
興
計
画

の
着
実
な
進
展
が
望
ま
れ
る
こ
と

が
前
提
で
す
が
、
三
町
の
共
通
認

識
に
立
っ
た
計
画
で
あ
る
か
。

◇
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
厳
し
い

財
政
状
況
へ
の
対
応
、
住
民
の
生

活
圏
の
拡
大
へ
の
対
応
な
ど
、
合

併
の
必
要
性
に
対
応
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
か
。

◇
三
町
が
抱
え
る
諸
問
題
に
対
し

て
、
合
併
し
た
場
合
の
効
果
が
期

待
で
き
る
か
。

◇
合
併
し
た
場
合
の
財
政
計
画
が
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
応
し
て
い
る

か
。
ま
た
は
湖
東
町
と
し
て
将
来

的
に
安
定
し
た
進
展
が
期
待
で
き

る
か
等
で
す
。

六
月
に
行
な
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
で
は
、「
合
併
し
な
け
れ
ば

こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」、
ま
た

「
単
独
を
選
択
し
た
場
合
、行
政
サ
ー

ビ
ス
を
ど
の
程
度
下
げ
る
か
」、「
合

併
し
た
場
合
、
本
当
に
コ
ス
ト
削
減

が
図
ら
れ
る
か
」、「
本
町
と
し
て
の

合
併
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、
ど
の
意
見
も
説
得
力

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
事
務
レ
ベ
ル
で
も
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

行
財
政
の
再
構
築
が
第
一

上
井
河
村
と
下
井
河
村
合
併
し
、

明
年
二
月
に
は
五
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
合
併
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
事
業
の
必
要
性
や
緊

急
性
に
つ
い
て
再
度
、
熟
慮
す
る
と

と
も
に
、
事
業
の
執
行
状
況
を
評
価

す
る
等
、
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
い
、
新
た
な
行
財
政
運

営
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
行
政
改
革

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 楽しく、地域の輪が楽しく、地域の輪が

広がっていくまちをめざして！広がっていくまちをめざして！
6

シリーズ特集�シリーズ特集�

市町村合併を考える②市町村合併を考える②�市町村合併を考える②�
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前井川町助役の故菅生玉磨呂さん (享年 67
歳・井内 )が瑞寶雙光章を受章しました。
菅生さんは、昭和 31年に町職員として任用
され、総務、税務、企画部門を歩み、産業経済
課長経て、昭和 54年からは 4期 16年間の長
きにわたり、町収入役に選任、平成 7年 7月
から 8年 10箇月余、井川町助役として町勢発
展のために尽力されました。
なお、故人のご遺族より、桜の森彫刻コンクー
ルに役立ててほしいと、100万円の寄付をい
ただいております。ありがとうございました。

知
事
の
市
町
村
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

―

台
風
15
号
被
害
も
話
題
に―

八
月
二
十
六
日
、
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
秋
田
県
知

事
の
市
町
村
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
で
は
、
井
川
町
長
の
ほ
か
、

伊
藤
隆
井
川
町
教
育
委
員
長
、
鎌

田
昌
子
井
川
町
婦
人
会
長
ら
十
一

人
が
町
民
を
代
表
し
て
出
席
、
産

業
振
興
や
学
校
教
育
、
福
祉
政
策

の
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
県

政
へ
の
要
望
な
ど
が
話
題
と
し
て

出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
15
号
の
塩
害
に
よ
る
農
作

物
被
害
は
町
内
全
域
で
確
認
さ

れ
、
水
稲
・
果
樹
は
日
時
の
経
過

と
共
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
町

で
は
収
穫
ま
で
時
系
列
に
被
害
調

査
を
行
な
い
、
対
策
に
万
全
を
期

す
る
。
知
事
の
町
村
訪
問
時
に
は

会
議
に
先
立
ち
、
本
町
の
被
害
状

況
を
説
明
し
た
際
、
寺
田
知
事
は

「
九
月
議
会
、
あ
る
い
は
臨
時
議

会
で
対
応
の
方
向
性
を
示
す
」と
、

救
済
策
に
言
及
し
た
。
具
体
策
は

今
後
の
状
況
次
第
に
な
る
が
、
町

と
し
て
も
金
融
支
援
、
種
子
更
新

な
ど
独
自
の
対
応
も
考
え
た
い
。

水
稲
被
害
の
最
も
深
刻
な
の

は
湖
岸
部
。
塩
害
の
ほ
か
強
風

に
よ
っ
て
、
籾
が
半
分
近
く
ふ

る
い
落
と
さ
れ
て
い
る
ほ
場
も
多

く
、
五
割
以
上
の
減
収
に
な
る
と

の
予
想
。
国
道
二
八
五
号
線
以
西

も
二
割
以
上
の
減
収
、
東
部
地
区

は
西
部
地
区
と
比
べ
て
や
や
被
害

程
度
は
低
い
。
こ
の
調
査
は
八
月

二
十
六
日
時
点
ま
で
の
も
の
で
、

日
時
の
経
過
と
共
に
状
況
は
変
化

し
て
い
る
。
更
に
稲
熱
病
の
発
生

も
全
域
で
散
発
し
て
い
る
。
で
ん

ぷ
ん
の
八
割
を
つ
く
る
と
言
わ
れ

る
止
め
葉
が
白
変
し
、
充
分
な
登

熟
が
期
待
で
き
な
い
と
も
言
う
。

い
ず
れ
米
質
面
で
も
影
響
は
免

れ
な
い
。
果
樹
も
落
果
や
枝
折
れ

で
五
割
以
上
の
減
収
、
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
等
も
二
十
四
棟
で
、
果
樹
や

施
設
園
芸
で
は
共
済
未
加
入
も
目

立
っ
て
い
る
。

八
月
の
登
熟
期
で
の
塩
害
は
初

め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
被
害
の
確
定

は
極
め
て
難
し
い
と
言
う
。
平
成

三
年
の
台
風
19
号
で
も
広
葉
樹
は

褐
変
す
る
塩
害
が
発
生
し
て
い
る

が
、
水
稲
は
刈
り
取
り
直
前
で
倒

伏
被
害
が
主
だ
っ
た
。こ
の
た
め
、

県
農
作
物
異
常
気
象
対
策
本
部
で

は
水
稲
、
大
豆
を
対
象
に
統
一
基

準
に
よ
る
被
害
状
況
の
一
斉
調
査

を
行
な
う
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

水
稲
の
場
合
は
枯
れ
た
白
穂
の
程

度
を
一
〇
㌫
刻
み
で
、
大
豆
は
健

全
な
葉
の
割
合
を
四
段
階
で
判
定

す
る
こ
と
に
な
る
。
先
月
末
で
統

一
基
準
に
よ
る
一
斉
調
査
は
終
了

し
て
い
る
が
、
結
果
は
二
十
六
日

時
点
と
は
異
な
っ
た
結
果
が
出
る

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

台
風
襲
来
時
の
二
十
日
は
停
電

対
策
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、
塩
害
が

甚
大
で
あ
る
こ
と
の
認
識
は
私
自

身
に
は
無
か
っ
た
。
け
い
畔
側
の

白
穂
が
目
立
ち
、
被
害
は
相
当
大

き
い
こ
と
の
報
告
も
風
で
も
ま
れ

た
の
が
原
因
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

た
。
刈
り
取
り
の
適
期
も
当
然
変

わ
る
だ
ろ
う
。
反
省
と
共
に
農
業

指
導
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
収
穫
時

ま
で
の
適
切
な
技
術
指
導
に
万
全

を
期
し
た
い
。
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◇誓いの言葉◇

工藤紀彦さん（大麦）

社会人として飛躍す
るため、今まで以上に
自分の判断と行動に責
任を持ち、そのための
知識や教養を学び、社会に貢献で
きるようにがんばりたい。相手の
気持ちを考えることのできる広い
心と、己の高い志を忘れないよう
にしていきたい。

鎌田 まなみさん (今戸 )
中学・高校を卒業し、就職し、色々な
人と出会い、多くのことを学んできた。
井川町に生まれたこと、それは私にとっ
てひとつの奇跡。幼い時からずっと一緒
で、理解し合える友だちに恵まれている。
だからこそ井川が大好きだ。

湊　政升さん (横岡 )
『夢は遠いようで、近いもの』自分を
輝かせようと努力すれば、必ず夢はかな
うものと信じています。いつの日か、立
派な庭師になって井川に帰ってきます。
そして私が学んできたものを一人でも多
くの人に広めていきたいと思う。

菅原 明正さん（横岡）
私は現在、埼玉県に住んでいます。井
川町に帰ってきてみて、以前と変わらな
い故郷の温かさを感じています。大人と
言うにはまだまだ未熟ですが、成人とい
う自覚を持ち、責任と常識のある行動を
していきたい。

櫻庭 温子さん（羽立）
何事も最後まで諦めず、目標を一つ一
つクリアしていくことで自分自身が成長
してこれたと思う。最後までやりとおす
には多くの苦労もありますが、そんな時、
支えてくれる友だちがいるということを
大切にしていきたいと思う。

八
月
十
五
日
、
井
川
町
成
人
式
が

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
成
人
者
は
男
性

二
十
八
人
、
女
性
三
十
七
人
の
六
十
五

人
で
す
。

式
典
で
は
、
町
か
ら
「
成
人
の
証
」

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
斎
藤
町
長
の

式
辞
の
後
、
工
藤
紀
彦
さ
ん
が
『
誓
い

の
言
葉
』
を
、
鎌
田
ま
な
み
さ
ん
ら
４

人
が
「
二
十
歳
の
提
言
」
を
述
べ
、
記

念
講
演
は
恩
師
で
、
天
王
中
学
校
教
諭

の
小
松
徹
先
生
。
出
席
者
は
久
し
ぶ
り

の
友
人
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

二
十
歳
の
提
言

平成平成1616年度年度�平成16年度�

―　65人が新成人に　―�
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街 のいい顔　み～つけた！

教　　室 開　催　日 備　　考

いかわキッズ･クラブ
4 日G　午後
23 日E　午前

町民体育館、ニューススポーツ
会場　公民館 ､陶芸

和太鼓サークル 11 日 ､25 日G 会場　公民館

英 会 話 教 室 28 日C 会場　公民館

３Ｂ体操講座 1日 ､15 日D 会場　公民館

教　　室 開　催　日 備　　考

いきいき女性セミナー 15 日D 会場　公民館

絵 手 紙 講 座 2日 ､16 日E 会場　公民館

井川高齢大学･大学院 16 日E､17 日F 移動宿泊研修

手 話 講 座 7日 ､21 日C 会場　公民館

お茶を楽しむ 28 日C 会場　公民館

い
ろ
ん
な
世
界
が
待
っ
て
る
ヨ
！

公
民
館
図
書
室

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
湧
い
た
夏
の
夜
。

９
月
は
、
心
安
ら
ぐ
絵
本
の
世
界
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

…
…
き
っ
と
夏
の
疲
れ
を
取
り
去
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
大
人
も
楽
し
め
る
絵
本
を

紹
介
し
ま
す
！

１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ

佐
野　

洋
子
／
講
談
社

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
る
一
匹
の
虎
猫

の
人
生
を
ユ
ニ
ー
ク
に
表
し
て
い
ま

す
。
人
間
社
会
に
も
共
通
す
る
部
分

が
あ
る
よ
う
で
す
。

ネ
コ
ひ
げ
ア
ン
テ
ナ

屋
島
み
ど
り
／
Ｂ
Ｌ
出
版

　

こ
の
本
は
、
ネ
コ
ら
し
い
自
然
な

生
態
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
奇
抜
で

破
天
荒
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
し
て

い
く
魅
力
的
な
作
品
で
す
。  

　

私
た
ち
を
ネ
コ
世
界
に
吸
い
込
ん

で
い
く
よ
う
な
魔
力
を
秘
め
た
も
の

が
た
り
で
す
。 

せ
い
め
い
の
れ
き
し

バ
ー
ジ
ニ
ア
、
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
／
岩
波
書
店

　

地
球
の
う
え
で
の
生
命
の
歴
史
〜

　

そ
れ
は
序
幕
は
あ
っ
て
終
幕
の
な

い
、
大
き
な
大
き
な
劇
で
あ
る
。
人

間
を
は
じ
め
無
数
の
生
き
も
の
は
、

こ
れ
か
ら
ま
た
い
く
つ
も
の
新
し
い

幕
を
ひ
ら
い
て
い
く
の
で
あ
る
。（
解

説
文
よ
り
）  

　

絵
ご
と
に
色
彩
を
美
し
く
変
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
、
リ
ズ
ム
感
の
あ

る
文
章
に
な
っ
て
い
ま
す
！

絵
で
見
る
日
本
の
歴
史

西
村　

繁
男
／
福
音
館
書
店

　

お
よ
そ
十
万
年
前
の
石
器
時

代
か
ら
現
在
ま
で
の
通
史
を
、
約

三
千
五
百
人
の
人
物
を
描
き
こ
ん
で

語
っ
た
長
大
な
歴
史
絵
本
。(

風
俗

の
変
遷
や
農
具
・
工
具
な
ど
の
技
術

の
発
展
が
わ
か
る
よ
う
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す)

注
文
の
多
い
料
理
店

宮
沢　

賢
治
／
偕
成
社

　

二
人
の
紳
士
が
入
っ
た
山
猫
軒
と

い
う
西
洋
料
理
店
は
廊
下
が
長
く
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
扉
が
あ
る
妙
な
つ
く
り

の
家
。
…
…
…
読
み
進
む
に
つ
れ
、

ど
ん
ど
ん
怖
く
な
っ
て
い
く
宮
沢
賢

治
の
名
作
童
話
。

公民館では、平成 16年度後期教室・講座の受講生を募
集しています。
受講希望の教室、講座がありましたら公民館へお申し込
みください。詳しいことについて知りたいという方も公
民館にお問い合せください。

電話874-4422　有線4443番

講座名 講座の内容 期日・会場

英会話教室

アメリカ（モンタナ州）
からやってきた英会話指
導助手タイロさんの英会
話教室。
英語とともにアメリカの
文化などについても学ん
でみませんか。
・１校時　初心者対象

簡単なあいさ
つや日常会話

　　　　　（①の時間）
・２校時　簡単な会話な

ら OK という
人が対象

　　　　　（②の時間）
☆申込締切は 9月 16 日E

毎週火曜日

①18:30 ～ 19:30

② 19:40 ～ 20:40

〈会場〉

井川町公民館

家庭教育学級

幼児・小学生の親を対象
に子育ての学習と情報交
換、相談などを行います。
親子で参加して、親は子
育てに関する学習会、子
どもはボランティアグ
ループによる「お話会」
に参加します。
☆今年度は 3 回予定して
おります。
　・1回目　10 月
　・２回目　11 月
　・３回目　12 月
☆申込用紙は後ほど小学
校・こどもセンターを
通して配付致します。

〈会場〉

井川町公民館

〈時間〉

19:00 ～ 20:30

秋は、何かを始めるのにいい季節
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11 2004 全国中学校体育大会

八
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日
、
東

京
都
・
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
第

三
十
四
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大

会
に
出
場
し
た
井
川
中
学
校
・
相
撲
部

は
団
体
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
井

川
中
相
撲
部
の
全
国
大
会
準
優
勝
は

十
二
年
ぶ
り
二
度
目
。

予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
井
川
中
相
撲
部

は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
全
国
の

強
豪
校
を
次
々
と
倒
し
、
決
勝
に
駒
を

進
め
、
決
勝
戦
で
は
石
川
県
代
表
の
西

南
部
中
と
対
戦
。
０―

３
で
敗
れ
ま
し

た
が
、
堂
々
の
全
国
準
優
勝
の
栄
冠
を

掴
み
取
り
ま
し
た
。

相
撲
部
主
将  

西
方 

大
介
さ
ん

中
学
最
後
の
大
会
で
全
国
第
二
位

と
い
う
自
分
た
ち
の
目
標
以
上
の
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
合
の

内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
に
満
足
の
い
く
も
の

で
、自
分
た
ち
の
相
撲
を
と
れ
ま
し
た
。

小
学
校
四
年
か
ら
、
一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
き
た
三
人
で
の
試
合
は
こ
れ
で

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
三
人
と
も
悔
い

の
な
い
成
績
で
す
。

今
ま
で
、
郡
大
会
・
県
大
会
、
そ
し

て
全
国
大
会
と
応
援
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
〕

先
鋒　

小
林 

雄
平(

３
年)

中
堅　

西
方 

大
介(

３
年)

大
将　

伊
藤 

将
明(

３
年)第27回東北中学校柔道大会

〔個人・女子〕
70kg超級 椎名 香純 優　勝
63kg級 石山 みさと 第 5 位

第34回東北中学校バスケットボール大会

〔女子〕
井川中学校　第 3位

第 8回東北少年軟式野球選手権大会に出

場した井川中野球部は、善戦しましたが上

位入賞となりませんでした。

応援ありがとうございました

スポーツ
の

結果です

全国大会　準優勝�
おめでとう！井川中相撲部�

全国大会　準優勝�全国大会　準優勝�
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国花苑を清掃ボランティア

この日、国花苑では桐ヶ丘療護園職員親
睦会 (会長・小野真さん )による清掃ボラン
ティアが行なわれました。今年で４年目とな
る清掃ボランティア、勤務時間終了後にもか
かわらず、午後６時から国花苑に集まりだし
た桐ヶ丘職員は約４０人。国花苑での草取り・
ごみ拾いなどの清掃活動に精をだしました。
おつかれさまでした。

「飲酒運転追放誓約書」を伝達

五城目地区交通安全協会井川支部と井川駐
在所では、今年上半期全県ワースト３位を記
録し、依然として後を絶たない飲酒運転を徹
底追放しようと、飲酒運転追放誓約書の署名
活動を行いました。夏の交通安全県民総ぐる
み運動に合わせて誓約書への署名を求め、井
川町民約１２００人の誓約書を五城目警察署
長に提出、飲酒運転の追放を誓いました。

おねえさんたちと“だまこ”つくり
―井川中学生ボランティア学習―

夏休み期間中、井川中学生によるボラン
ティア学習が実施されました。井川さくら駅
の清掃や特別養護老人ホームさくら苑での施
設利用者との交流などを通じてボランティア
活動を体験学習。
この日のこどもセンターでは園児たちと一

緒にだまこ鍋つくり。園児たちは中学生のお
ねえさんたちの手を取りあいの大はしゃぎの
一日でした。

台風15号直撃、傷あと残す台風15号直撃、傷あと残す

8月 20日未明に秋田県沖に最接近した台8月 20日未明に秋田県沖に最接近した台
風15号は、最大瞬間風速 41.1ｍを記録（秋風 15号は、最大瞬間風速 41.1ｍを記録（秋
田市）。井川町内でも強い風に見舞われまし田市）。井川町内でも強い風に見舞われまし
た。また同時に町全域で停電、復旧が夜間にた。また同時に町全域で停電、復旧が夜間に
まで及び、日常生活に不便を強いられました。まで及び、日常生活に不便を強いられました。
この台風によるけが人などの被害はありませこの台風によるけが人などの被害はありませ
んでしたが、暴風に伴った塩害による農業被んでしたが、暴風に伴った塩害による農業被
害が懸念されています。害が懸念されています。
みなさんの家庭では、防災安全対策は万全みなさんの家庭では、防災安全対策は万全
ですか。ですか。

7/30

8/ ３

8/ ５
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北海道･北東北３県･空手武道キャンプ
（北海道札幌市）

“未来に向かって「夢」を抱き、たく
ましく生きる力を育もう”をテーマに、
平成 16年度たくましい子どもを育む武
道キャンプ・空手が行なわれました。こ
の武道キャンプは北海道・北東北３県で
各 25人の選手を選考、うち井川町スポ
少・空手道からは 11人の選手が参加し
ました。
秋田県代表のリーダーとして武道キャ
ンプに参加した、中道航太くん (井川小
６年・今戸 )から寄せられた手記をご紹
介します。

秋田県青年大会・バスケットボール
（雄和町トレーニングセンター）

秋田県連合青年会主催の秋田県青年大会・
バスケットボール競技に参加した井川町体協
チームは見事、優勝を果たしました。男鹿南
秋地区予選を勝ち抜き、全県大会に駒を進め
た井川町体協チームは、全試合を通して安定
したシュート力で他を圧倒。念願の全国大会
へのキップを手にしました。この後、11月
に東京都で開催される第 53回全国青年大会
へ出場します。応援よろしくお願いします。

準決勝　井川町　90―63　森吉町
決　勝　井川町 100―47　ニコニコクラブ

(秋田市 )

第 43回桑名旗争奪全町野球大会
（井川町民球場ほか）

優　勝 　泉岳チーム
準優勝 　中下村・小竹花チーム
第３位 　今戸チーム、小今戸チーム

〔個人賞〕
最優秀賞 伊藤 智史 (泉岳 )
 優 秀 賞 伊藤 隆史 (中下村・小竹花 )
 〃 伊藤 　学 (泉岳 )

7/31・8/1

8/14・15

8/10 ～ 12

空手武道キャンプに参加して

井川小６年・中道航太

空手の武道キャンプに井川スポ少11名が選ばれ、飛
行機で北海道に行きました。練習では、４人の世界チャ
ンピオン選手からわかりやすく教えてもらったり、実技
を見せてもらったりしました。北海道・北東北３県での
交流会では、新しい友だちができ、いろいろ遊んだりし
て、いい夏休みの思い出ができました。

井川町バスケットボールクラブチーム井川町バスケットボールクラブチーム
全県制覇 !!全県制覇 !!
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保
険
料
納
付
は
前
納
で

保
険
料
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す

後
期
分
（
十
月
分
〜
三
月
分
）

国
民
年
金
保
険
料
は
月
々
一
三
、

三
〇
〇
円
で
す
が
、
前
も
っ
て
ま
と

め
て
納
め
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
納
め
る
月
数
に
よ
っ
て
割

引
さ
れ
、
半
年
分
だ
と
六
五
〇
円
お

得
で
す
。
な
お
、
納
付
期
限
は
十
月

三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

毎
月
納
め
た
場
合
… 

七
九
、
八
〇
〇
円

前
納
し
た
場
合
… 

七
九
、
一
五
〇
円

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
は
、

町
国
民
年
金
担
当
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
５

有
線　

４
４
３
１

国
民
年
金
だ
よ
り

あ
な
た
の
学
業
応
援
し
ま
す

井
川
町
奨
学
金
・
後
期
貸
与
の

申
請
を
受
付
し
ま
す

町
で
は
、
教
育
振
興
と
住
民
福
祉

の
一
環
と
し
て
有
用
な
人
材
の
育
成

と
大
学
進
学
な
ど
の
就
学
に
よ
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
奨
学
金

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

奨
学
金
は
無
利
子
で
す
の
で
、
就

学
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

大
学
お
よ
び
短
期
大
学
、
専
門
学
校

に
在
学
す
る
学
生
（
た
だ
し
、
大
学

院
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
貸
与
額

自
宅
通
学

月
額
二
五
、
〇
〇
〇
円

自
宅
外
通
学月

額
三
五
、
〇
〇
〇
円

■
申
込
み
受
付
期
限

九
月
十
日(

金)

ま
で

く
わ
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
４

有
線　

４
５
３
８

期日 対象町内 時　間 実施会場

９

月

２

日

（木）

大　台
井　内
仲　台
大　麦

9：00～9：30
井内下丁

バス停前

寺　沢
綱木沢
葹　田
館　岡
赤　沢

9：40～10：10
コミュニティ

センター前

八　幡
大　倉
保野子
上　村
坂　本
横　岡
大野地

10：20～11：00 町民体育館前

宇治木
小　泉
新　間

11：10～11：50 小泉分館前

９

月

３

日

（金）

今　戸 9：00～9：30 旧今戸公民館前

小今戸
新屋敷
さくら

9：40～10：10 小今戸分館前

田　中
羽　立

10：20～11：00 浜井川集会所前

街　道
海老沢
小竹花
中下村

11：10～11：50 健康センター前

結
核
検
診
を
実
施
し
ま
す

結
核
に
感
染
す
る
人
も
以
前
に
比
べ

て
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
結
核
は

決
し
て
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
な
お
、
新
し
く
感
染
す
る
人

や
こ
の
病
気
で
亡
く
な
る
人
が
い
ま

す
。
結
核
は
集
団
発
生
す
る
危
険
性

が
あ
り
、
放
っ
て
お
け
な
い
感
染
症

の
一
つ
で
す
。

結
核
を
予
防
す
る
に
は
、
定
期
的
に

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
結
核
検

診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
通
知
の
届

い
た
方
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

□
検
診
料　

無
料

□
持
参
す
る
も
の　

通
知
書

・
指
定
す
る
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
、
都
合
の
良
い
日
時
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

・
検
診
は
短
時
間
で
多
数
の
方
が
受

診
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
時
間
帯
は
予

定
時
刻
と
な
り
ま
す
。

役
場
健
康
課 

有
線
４
４
３
２

健
康
セ
ン
タ
ー 

有
線
４
４
５
５
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10
月
１
日
か
ら
「
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
」
が
桃
色
に
、
「
退

職
者
被
保
険
者
証
」
が
鴬
（
う
ぐ
い

す
）
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
の
保
険
証
と
新
し
い
保
険
証

を
交
換
し
ま
す
の
で
、
次
の
日
時
・

会
場
に
印
鑑
と
現
在
の
保
険
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
東
部
地
区

日
時　

９
月
27
日(

月)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

葹
田)

◆
西
部
地
区

日
時　

９
月
30
日(

木)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場　

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

両
日
、
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定

な
ど
の
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

井川町役場健康課 国保担当
電話 018（874）4417　有線 4432

　

被
保
険
者
証
は
医
療
機
関
等
で
受

診
す
る
と
き
に
国
保
加
入
者
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明
書

で
す
。
受
診
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と

を
確
認
く
だ
さ
い
。

一
、
現
在
入
院
中
ま
た
は
通
院
中
の

方
は
、
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
保

険
証
を
医
療
機
関
窓
口
へ
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

二
、
70
歳
以
上
の
方
お
よ
び
老
人
保

健
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
負

担
割
合
を
確
認
で
き
る
よ
う
「
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
ま

た
は
「
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

役
場
健
康
課
国
保
係
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７

有
線　

４
４
３
２

　

毎
年
、
日
本
国
花
苑
へ
多
く
の
人

た
ち
が
訪
れ
ま
す
。
町
で
は
国
花
苑

を
よ
り
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
日
本
国
花
苑
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
町
民
み
な

さ
ん
、
一
体
と
な
っ
て
国
花
苑
を
愛

し
、
親
し
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。
次

の
こ
と
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
本
国
花
苑
の
案
内
に
関
心
の
あ

る
方

◇
日
本
国
花
苑
の
桜
に
関
心
の
あ
る
方

◇
日
本
国
花
苑
バ
ラ
園
に
関
心
の
あ

る
方

◇
日
本
国
花
苑
の
彫
刻
に
関
心
の
あ

る
方

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産
業
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
８

　
　

有
線　

４
５
４
６

□急な病気やけがなどで保
険証を使わないで医療を受
けた場合

診療内容の明細書、領収書、
保険証、印かん

□骨折、ねんざなどのとき
の柔道整復師の施術料

明細な領収書、保険証、印かん

□医師が認めたあんま、は
り、灸、マッサージ代

医師の同意書、明細な領収書、
保険証、印かん

□輸血のため生血代を負担
した場合

医師の診断書、領収書、保険証、
生血液受領証明書、印かん

□ギブス、コルセットなど
の治療装具代（医師が必要
と認めたとき）

医師の証明書、領収書、保険証、
印かん

□海外で医療を受けた場合 診療内容の明細書、明細な領収
書、外国語で書かれている場合
は日本語の翻訳文（翻訳者の住
所、氏名も記載）、保険証、印
かん

■　療養費の支給
次のような場合は、いったん医療費を全額負担して、
後日国保へ申請することによって療養費が支給されます。

申請に必要なもの

◇子どもが生まれたとき（出産育児一時金）
被保険者が出産した場合に支給されます。
（妊娠８５日以上の死産、流産も含む）

―保険証、印かん、母子保健手帳
（医師の証明書）

◇死亡したとき（葬祭費）
被保険者が亡くなった場合に葬祭費が支給さ
れます
―葬儀費用の領収書、保険証、印かん

◇訪問看護を利用したとき（訪問看護療養費）
医師の指示により訪問看護ステーションなど
を利用した場合、費用の一部を支払うだけで、
残りは国保が負担します。
―保険証
（訪問看護ステーションに直接提示）

◇移送費がかかったとき（移送費）
歩行困難で入院・転院時に車などを利用した
費用が、国保が必要と認めた場合に支給され
ます。
―医師の意見書、保険証、印かん、領収
書

医療費の一部負担金の徴収猶予および
減免制度があります

風水害、火災など特別な事由により「生活
が困難、または著しく困難」となった場合、医
療費の一部負担金（自己負担額）徴収猶予お
よび減免制度を利用できます。これらは、あ
らかじめ申請書の提出することになりますの
で、特別の事由により医療費の一部負担金を
納付できない場合は、早めにご相談ください。

  ―

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す―

日
本
国
花
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

秋田県職員採用大学卒業程度試験
（職務経験者採用）

秋田県では企業などで活躍中の人で
その貴重な経験をもって「新しいふる
さと秋田」づくりに参画しようとする
意欲のある人材を求めています。
□試験日　10月 17日O

□会　場　秋田県庁正庁
□採用予定人員　行政職　５人
□申込受付期限　9月 3日Tまで

問い合わせ・受験申込みは
秋田県人事委員会事務局まで
（秋田地方総合庁舎４階）
電話０１８(８６０)３２５３

「世界一の巨大タンク」見学会

今年も石油備蓄基地の見学会を開催
します。直径 97ｍ ､ 深さ 51 ･ 5 ｍ
の世界一巨大な地中タンクの大きさを
自分の目で実感してみませんか？
□とき　9月 4日U　9時～ 16時
□会場　㈱秋備男鹿事業所
　□内容　基地内見学バス運行・石油

備蓄資料館見学・基地紹介
ビデオ上映（子ども用アニ
メもあります）・消防車両
の展示・乗車体験など

問い合わせは、
㈱秋備男鹿事業所総務課
(男鹿市船川港 )

電話０１８５(２４)６１１１まで

『快適な暮らし』と

『美しい水環境の保全』をめざして

―下水道シンポジウムを開催します―

　都会で生活している子どもや孫､ま
た癒しを求める人々は､心身をリフレッ
シュしてくれる豊かで美しい自然を求
め､わがふるさと秋田へとやって来ま
す｡秋田県では｢孫来る､皆来る､幸
せ来る　早ぐ来てけれ　下水道｣をテー
マに､『快適な暮らし』と『美しい水環
境の保全』の実現をめざすため､下水
道の役割や効果をみなさんと一緒に考
える機会として､下水道シンポジウム
を開催します。
　当日は､専門家によるパネルディス
カッションなどを予定｡多数の参加を
お待ちしております｡参加は無料です。
□日時　９月11日 ( 土 )

13：30～ 17：00
□会場　秋田県立児童会館

問い合わせは、
秋田県建設交通部下水道課

電話０１８(８６０)２４６５まで

若年者の就職、応援します
｢若年者ワンストップセンター｣を開設

　県では、若年層の厳しい雇用情勢に
対応するため､「若年者ワンストップ
センター」を開設しました。
　センターではカウンセラーによる専

門的な就職相談や個々に応じた「就
職支援プログラム｣作成､就職支援セ
ミナーを行っています｡ご利用くださ
い。
　□場所　秋田テルサ３階

　( 秋田市御所野 )
　□時間　午前９時～午後７時

土･日曜 ､祝日 ､年末年始休館
　□電話　０１８( ８２６) １７３５

不正軽油、一掃作戦実施中

秋田県では不正軽油一掃作戦実施中
です。ディーゼル車の燃料として使用
されている軽油に重油や灯油を混ぜ、
軽油と偽って消費・販売することは、
軽油引取税の脱税行為につながりま
す。
秋田地域振興局では、１０月を「不

正軽油一掃強調月間」とし、ガソリ
ンスタンドや建設工事現場、道路走行
中の車両、ディーゼル車を多く所有し
ている人の住む地域・地区などを対象
に、燃料の抜取調査を行ないますので、
県民のみなさんのご協力をお願いしま
す。

秋田地域振興局　県税部
電話０１８(８６０)３３４１

「こいこい夜市」
ナイトバザール

―フリーマーケット出店の募集―

□日時　９月25日 ( 土 )

□会場　仲町商店街・

（旧バリュー駐車場）

□申込期限　９月10日まで

申込み・問合せは、

八郎潟町商工会まで

電話０１８(８７５)２３１３

井
川
町
全
町
女
性
の
つ
ど
い

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

た
め
に
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
地
域

の
課
題
を
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
本
音
で
語
ろ
う
・

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
！
」
で
す
。

□
日　

時　

９
月
12
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

□
会　

場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主
催
・
井
川
町
婦
人
団
体
連
合
会
、

井
川
町
公
民
館　

有
線
４
４
４
３

電
話
８
７
４―

４
４
２
２

井
川
町
敬
老
式
・
金
婚
式

□
日　

時　

９
月
8
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜

□
会　

場　

町
民
体
育
館

役
場
町
民
課　

有
線
４
４
４
１

電
話
８
７
４―

４
４
１
６
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 第 43回町民体育大会、総合優勝を果たし

たのは、何町内ですか。
(2) 石彫シンポジウム、牛尾啓三さんの作品「オ
ウシ・ゾウケイ」が設置されたのは、どこ
ですか。

(3) 今年の井川町の成人者は何人ですか。
◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。
◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで
◆しめきり

９月21日 ( 火 ) 当日消印有効
クイズの正解者の中から抽選で5人の方にテレ
フォンカードをプレゼントします。前回の答え
は(1)やすらぎ、(2)第三分団、(3)8月17日でし
た。
当選者は次のとおりです。
三浦哲男さん（綱木沢）、児玉涼介さん（千葉
県）にテレフォンカードをお送りします。

広報クイズ　No.157

９月の
　１　日�

　

　５　日�

　６　日�

　８　日�

12日�

県遺族連合会南秋河辺地方大会
（町民体育館）

中学校運動会

秋田地区生活研究グループ協議会
（農村環境改善センター）

井川町敬老式（町民体育館）

全町女性のつどい
（農村環境改善センター）

あなたの健康づくり応援します！

健康フェスタ健康フェスタ
と　き　９月 11 日 (土 )　10:00 ～ 16:00
ところ　アグリプラザ昭和

からだにイイこと、こころにイイこと始めません
か？ 健康づくりに関するさまざまなコーナーで、
みなさんをお待ちしています。参加料・検査料は
無料です。

体にイイこと、こころにイイこと　はじめませんか？

保健だより● 9月分

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�
健　診　名�月　　日� 内　　　　　　　　容� 時間・会場�

健　康　相　談�
骨密度測定�
健康、栄養に関する相談等�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

乳幼児と親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換。相談（栄養、歯科）もできます。�

９月　６　日�
　　21日�

(月)

月　　日�

１歳６ヶ月�
健　　　診�

２　歳　児�
歯　科　検　診�

平成14年3月、4月、�
5月、6月生まれ�

平成14年12月�
15年1月・2月生まれ�

歯科検診�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

９月７日�
(火)

１歳６ヶ月健診・２歳児歯科検診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

月　　日�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成16年６月生まれ�
身体計測、保健指導�
離乳について（試食）�

９：30～９：45�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成16年5月、2月�
15年11月・9月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

９月28日�
(火)

すくすく学級・乳児健診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

月　　日�

ツベルクリン�
反　応　注　射�

平成14年９月～16年５月生まれ及び�
４歳未満で未実施の子�

ツベルクリン�
反　応　判　定�
ＢＣＧ接種�

９月６日に注射した子�

14：30～15：00�
井川町診療所�

９月６日�
(月)

９月８日�
(水)

ツベルクリン反応注射�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

毎週月曜日�
※祝日は除く�

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�

健康チェックコーナー
あなたの骨、大丈夫？

骨密度や貧血の検査を受け
てみませんか？健康相談も
行っています。

あべ十全とトークショー
「食べて、笑って、

ストレス解消！」
―おいしい昭和の食事―

午後１：３０～

「食」のコーナー

・カルシウムたっぷりメニュー
の試食

・「食の健康づくり応援店」の
紹介　など

たばこをよく知るコーナー

たばこを吸わない方、禁煙し
たい方、もちろん禁煙したく
ない方もどうぞ。
・吐く息の中のＣＯ濃度を

測ります。
・「たばこ」のほんとの姿
・「たばこ」に関する相談

「歯」のコーナー
デンタルランド
―白い歯ピッカ歯　丈夫な歯―

・自分の歯をのぞいてみよう
・歯磨きセルフチェック
・今、話題の「フッ素」

問い合わせは、
０１８(８５５)５１７１
〔秋田中央保健所〕まで

―急がずに マナーとゆとりで 交通安全―
９月２１日 (火 )～３０日 (木 )

◇高齢者の交通事故防止
◇夕暮れ時と夜間の交通事故防止
◇シートベルトとチャイルドシートの

正しい着用
◇飲酒運転の徹底追放

ごみ収集のお知らせ
9月 20日�は祝日ですが、収集対象町内
のごみを平常通り収集します。
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８月から井川町に赴任されたATLのタイローさんで
す。来月号からはタイロー先生の楽しい英会話がは
じまります。お楽しみに。

小武海史仁さん（今戸）

Ｊリーグ選手になって、
ゴールを決めたいです。

桜庭健太さん（羽立）

プロ野球選手になって、
3割打者になりたいで
す。

佐々木慶輝さん（街道）

プロ野球選手になり、
鉄壁のセカンドになり
たいです。

小林未来さん（羽立）

美容師になって、いろ
いろなヘアーアレンジ
をしたいです。

斎藤菜奈美さん（赤沢）

動物が大好きなので動
物を守る仕事をしたい
です。

164

Hel lo Ikawa-mach i !  My name is Tyrrel l  

Hibbard and I am the new ALT. I am 23 Years 

old and Icome from Montana,in the American 

West. Igrew up working on a cattle ranch,but 

left home to begin work as an English teacher. 

My hobbies include skiing,fly fishing,hiking,

reading,and pottery. This is my first time in 

Japan and my Japanese is very poor,but I plan 

to study Japanese while here in Akita-ken. I 

am excited to be in Ikawa-machi and I look 

forward to meeting you!

井川町のみなさん　はじめまして。私はタイロー・ヒ

バードです。年齢は23歳です。アメリカのモンタナ

州から来ました。私の趣味はスキー、釣り、ハイキン

グ、陶芸です。みなさんにお会いできることを楽しみ

にしています。

よろしくお願いします。

サマーショートボランティア
伊藤 あゆみさん

聖霊高校３年・街　道（左）

鈴木 理恵さん

秋田西高校２年・宇治木（右）

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
と
関

心
を
高
め
る
た
め
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
福
祉

施
設
や
在
宅
高
齢
者
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
秋
田
県

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
実
施
）
。
こ
の
夏
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
さ
く
ら
苑
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
二
人
の
学
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

聖
霊
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
所
属
し
、
街
頭
募
金
活
動

や
乳
児
院
訪
問
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
る
伊
藤
あ
ゆ
み
さ
ん
。
「
母
の
入
院
の

際
に
看
護
師
の
仕
事
を
み
て
、
人
の
た
め
に
役
に
立

つ
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ

の
活
動
の
中
で
施
設
を
回
っ
て
き
ま
し
た
が
、
施
設

利
用
者
と
の
交
流
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
今
回
初
め
て

介
護
の
現
場
に
接
し
、
全
然
違
う
ん
だ
な
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
。

ま
た
「
初
日
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か

ら
な
く
て
大
変
で
し
た
が
、
二
日
目
・
三
日
目
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
と
利
用
者
と
の
交
流
が
持
て
て
き
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
て
、
介
護
は

本
当
に
大
変
な
仕
事
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」
と

鈴
木
理
恵
さ
ん
。
今
回
が
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
と
の
こ
と
。
「
一
番
と
ま
ど
っ
た
こ
と
は
、
寝

た
き
り
の
人
の
食
事
介
助
。
こ
の
後
も
休
日
を
利
用

し
て
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

共
に
将
来
は
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
二

人
。
施
設
利
用
者
た
ち
に
微
笑
ん
で
話
し
か
け
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

６００字で�

　　　ひとこと�

汗
に
ぎ
り
涙
う
か
べ
て
深
夜
ま
で
日
本
選
手
に
テ
レ
ビ
で
応
援 

 

渡
部　

光
造

炎
天
の
続
き
し
畑
の
向
日
葵
を
ぬ
れ
つ
つ
見
上
げ
る
久
び
さ
の
雨 

児
玉
千
代
子

真
夏
日
に
耐
え
て
生
き
抜
く
力
あ
り
植
え
か
え
の
あ
じ
さ
い
若
葉
だ
し
た
り 

小
林　

タ
ミ

ア
テ
ネ
に
て
国
際
親
善
二
百
ヶ
国
イ
ラ
ク
の
戦
陣
底
な
く
つ
づ
く 

渡
部　

廣
治

病
む
故
に
歌
会
を
辞
さ
ん
と
思
え
ど
も
手
の
震
え
る
文
字
で
歌
稿
を
送
る 

鈴
木　

鉱
造

草
の
中
赤
く
カ
ン
ナ
の
花
咲
け
り
癒
え
ん
と
す
る
私
を
励
ま
す
よ
う
に 

工
藤　

美
穂

緑
濃
き
奥
多
摩
の
嶺
見
上
ぐ
れ
ば
登
山
好
み
し
弟
を
想
う 

遠
藤
恵
美
子

道
ふ
さ
ぎ
蔓
を
の
ば
し
て
咲
く
凌

の
う
ぜ
ん霄

身
を
か
わ
し
て
も
触
れ
て
落
ち
た
り 

伊
藤
ミ
ヤ
子

あ
く
取
れ
ば
紫
の
色
鮮
や
か
に
清す
が

し
く
香
る
赤
じ
そ
の
葉
は 

伊
藤　

陽
子

み
ま
か
れ
る
若
き
人
あ
り
盆
踊
り
中
止
の
し
ら
せ
隣
よ
り
と
ど
く 

斎
藤　

眞
人

記
念
樹
に
花
が
咲
く
よ
と
わ
が
言
え
ば
水
い
ら
ぬ
か
と
幼
言
い
た
り 

す
ず
き 

い
さ
む

武
藤
優ゆ
う
せ
い聖
ち
ゃ
ん
（
11
ヶ
月
）

 

父
・ 

浩
司 

さ
ん

仲
台
町
内

 
母
・ 

真
知
子 

さ
ん

がんばれ、さくらっこたち！

渡　部　玲　子（新　間）

　

昨
年
度
、
思
い
も
か
け
ず
井
川
小
学

校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
小
学
校
を
卒
業
し
て
早
十
余
年
。

時
の
早
さ
を
感
じ
つ
つ
校
舎
に
入
る
と
、

忘
れ
て
い
た
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
し
た
。

　

低
学
年
の
頃
、
勉
強
を
が
ん
ば
る
と

ご
褒
美
に
先
生
が
散
歩
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
国
花
苑
。
当
時
は
断
崖
絶
壁

に
見
え
、
登
れ
ず
に
く
や
し
い
思
い
を

し
た
小
さ
な
山
。
冬
に
な
る
と
、
ス
キ
ー

ズ
ボ
ン
が
破
れ
る
ま
で
滑
っ
て
、
こ
っ

ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
学
校
脇
の
斜
面
。
部

活
の
練
習
で
走
っ
て
い
た
ら
、
突
然
目

の
前
に
現
れ
た
カ
モ
シ
カ
、
な
ど
な
ど
。

懐
か
し
い
校
舎
や
風
景
の
中
に
い
る
と
、

昔
の
こ
と
が
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
井
川
小
学
校
に
お
世
話
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
、
保
護
者
の

方
々
、
そ
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
に
支

え
ら
れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
だ
っ
た
頃
も
、
き
っ
と
友
人
や
先
生
、

地
域
の
人
々
、
そ
し
て
家
族
に
支
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
は
そ
の

こ
と
に
気
づ
き
、
支
え
て
く
れ
た
多
く

の
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

今
年
の
三
月
、
今
度
は
十
数
年
前
よ

り
も
成
長
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
と
期
待
し
つ
つ
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た

気
持
ち
で
学
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
井

川
小
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
か
わ
い

い
後
輩
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
を

め
ざ
し
て
、
が
ん
ば
れ
「
さ
く
ら
っ
こ
」

た
ち
！

今はまだ甘えん坊
だけど、そのうち“やんちゃ坊主”に
なるんだろうな。
ゆっくり、ゆっくり育ってほしいです。
お姉ちゃんとも仲良くね！
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宇
治
木

水
仙
ロ
ー
ド
が
道
行
く
人
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
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・人　口　男　2,864人（－13）�
　　　　　女　3,187人（　－　）�
　　　　　計　6,051人（－13）�
・世帯数　　　1,766戸（＋23）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（８月１日現在）�

だ　よ　り�
（7／21～8／20)

慶　弔�

�

■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■スポーツ交流館……………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

492人（4,958人)�

49人（ 113人)�

2,612人（7,434人)�

867人（3,495人)�

1,137人（3,518人)�

69人（ 500人)�

1,619人（7,283人)�

2,316人（9,266人)�

1,363人（6,094人)�

92ｔ（ 358ｔ)�

84s（ 347s)

施設の利用状況（７月）�
(　)内は累計�

■地域福祉基金へ�

・小竹花町内の佐藤鐐子さんより、亡夫

敬次郎さんの香典返しとして３万円。�

・今戸町内の中道正脩さんより、亡父

豊之助さんの香典返しとして３万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

■お誕生おめでとう�

小野　彩人（正伸、洋子・長男）羽　立�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　三浦　　正　仲　台�
　伊藤　京子　秋田市　仲　台（仲　台)�

■ご結婚おめでとう（転出）�

　二木　　孝　神奈川県�
　　橋由美子　小　泉　神奈川県（神奈川県)�

■お悔やみ申し上げます。�

櫻　庭　吉三郎（79歳･本　人）新屋敷�

鎌　田　カ　子（89歳･金　雄）今　戸�

渡　部　昌　子（59歳･本　人）小　泉�

白　川　タキヱ（88歳･昭　作）坂　本�

半　田　　太郎（90歳･本　人）田　中�

アヤ　ト�

　（新本籍）　（新住所）�

　（新本籍）　（新住所）�

宇
治
木
町
内
は
全
戸
数
四
十
九
戸
、
全
長

一
・
五
Ｋ
Ｍ
と
長
い
町
内
で
す
。
昨
年
、
町

営
住
宅
が
整
備
さ
れ
、若
い
入
居
者
も
多
く
、

こ
れ
か
ら
町
内
会
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
道
路
が
拡

張
舗
装
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
田
園
に
移
り
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
河
川
改
修
も

進
み
、
今
ま
で
多
発
し
て
い
た
水
害
も
な
く

な
り
、
青
々
と
し
た
き
れ
い
な
川
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、高
速
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

利
便
の
代
替
と
し
て
今
ま
で
よ
く
見
え
た
男

鹿
の
山
々
の
景
色
が
半
減
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。

町
内
会
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
二
年
に

一
度
の
親
睦
と
融
和
を
期
し
、
五
月
に
さ
な

ぶ
り
を
兼
ね
た
運
動
会
が
町
内
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
老
若
男
女
一
同
に
集

い
、
楽
し
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
一
日
を
過
ご

し
ま
す
。
ま
た
泉
岳
地
区
町
内
会
で
行
な
わ

れ
る
運
動
会
も
三
町
内
会
交
流
の
絶
好
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。
八
月
十
三
日
に
は
盆
踊
り

が
行
わ
れ
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
仮
装
姿
や
浴

衣
姿
、
思
い
思
い
の
姿
で
踊
り
、
ま
た
古
里

に
帰
省
し
た
友
人
知
人
と
談
笑
し
な
が
ら
、

踊
り
の
輪
の
中
に
入
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
夜
が
ふ
け
る
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
に
は
美
し
い
町
づ
く
り
事

業
の
指
定
を
受
け
、
町
内
会
・
老
ク
・
子
供

会
一
体
と
な
り
、
花
壇
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。昨
年
は
水
仙
の
植
付
け
を
行
い
、

春
先
に
は
道
路
沿
い
に
き
れ
い
な
黄
色
い
花

が
一
Ｋ
Ｍ
に
わ
た
っ
て
咲
き
、
水
仙
ロ
ー
ド

と
し
て
道
行
く
人
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

今
年
は
町
内
に
新
し
い
公
民
館
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
拠
点
に
町
内
の

各
種
行
事
が
発
信
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
宇
治
木
町
内
会
長
・
伊
藤
勇
一
さ
ん
）

　

今
年
の
夏
は
例
年
以
上
に
肌
が
こ
ん

が
り
、
焼
け
ま
し
た
。
夏
バ
テ
す
る
間

も
な
い
ほ
ど
、
夏
行
事
が
目
白
押
し
。

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
は
じ
ま
っ

て
、
締
め
は
町
民
体
育
大
会
。
好
天
に

恵
ま
れ
、
久
々
に
多
く
の
町
民
が
一
堂

に
会
し
た
場
面
を
目
に
す
る
と
、
や
は

り
圧
巻
で
し
た
。
三
年
ぶ
り
で
本
調
子

で
な
か
っ
た
人
、
こ
の
間
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
？
を
重
ね
て
き
た
人
、
競
技
に
参

加
し
た
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

さ
て
、
今
年
の
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
イ
ヤ
ー
。
毎
夜
の
テ
レ
ビ
中
継

に
釘
付
け
で
、
寝
不
足
の
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
。
そ
う
い
う
私
も
そ
の
う

ち
の
一
人
。
ア
テ
ネ
と
の
時
差
も
程

良
く
、
夕
刻
か
ら
は
じ
ま
り
、
気
が

付
け
ば
深
夜
。
お
盆
の
休
み
ボ
ケ
を

延
々
と
引
き
ず
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
編
集
雑
記
に
向
か
っ

て
い
る
こ
の
時
間
。
発
行
日
に
間
に
合
わ

せ
る
に
は
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
帯
。

毎
月
末
に
は
、
ア
テ
ネ
に
負
け
な
い
く
ら

い
ハ
ラ
ハ
ラ
の
時
間
を
過
ご
せ
て
ま
す
。

 

…
反
省　
け


